
Index

COMMUNICATION MAGAZINE NATIONAL INSTITUTE OF TECHNOLOGY, YONAGO COLLEGE

新年度特集
校長挨拶、入学式 ………………………2
教務主事、学生主事から
学生相談室より …………………………3

クラス便り
１年機械工学科 ………………………4
１年電気情報工学科……………………5
１年電子制御工学科  …………………6
１年物質工学科 ………………………7
１年建築学科 …………………………8

専攻科１年、留学生 ……………………9
新任教員の紹介、授業参観の報告
地域共同テクノセンターより …………10
KOSEN4.0への取り組み ……………11
キャリア支援室
文化セミナー、知的セミナーの案内 …… 12
学生会の紹介、入賞報告 …… 13～15
卒業生は今（vol.14） ……………… 16

2018

vol.193

6

米子工業高等専門学校広報誌

入学式での入学生宣誓

メカ女ミーティング 大山オリエンテーション 留学生歓迎会
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校長　氷室　昭三

新年度特集

これからの時代を生きていくためにこれからの時代を生きていくために

　皆さんは、三葉虫をご存知でしょうか。三葉虫は、５億4200万年前から5
億3000万年前のカンブリア爆発後、地球上で最初に眼をもった動物ともいわ
れていますが、眼を持ったことで積極的に他者を捕食することができるの
で、眼をもっていない生物に対して絶対的に有利となりました。そのためだ
と思いますが、約３億年ものあいだ地球に生息していた節足動物です。
　最近、画像認識の精度が大幅に向上し「人工知能（AI）における眼の誕
生」ともいわれています。このことにより、AIの分野においても 「カンブ
リア爆発」が起き、加速度的なAIの進化がもたらされるといわれていま
す。㈱野村総合研究所は、オックスフォード大学のマイケル A. オズボーン

准教授およびカール・ベネディクト・フレイ博士との共同研究により、国内601種類の職業につい
て、それぞれ人工知能やロボット等で代替される確率を試算しています。この報告書には、10～
20年後に、日本の労働人口の約49％が就いている職業において、それらに代替することが可能と
の推計結果が書かれているのです。
　このAIは、問題を解決する技術です。AIの進化が進めば進むほど、与えられた目的に対して、
それを実現する手段は賢くできるようになります。そうすると、重要になるのが人間の役割で
す。「何が社会で大事なのか」「個人の幸せや社会全体の幸せはどのように考えればいいのか」
「異なる価値観のものをどうバランスさせればいいのか」など、我々の果たす役割を考えねばな
りません。
　人間は、自分とは違った知識や価値、生き方に出会うことによって衝撃や感動を受け、成長し
ていきます。異なったものに刺激を受けてそれを受け入れることもあれば、反発することもあり
ます。反発するときでさえ自分が何者なのかを改めて確認することになり、そこから成長の芽が
育ちます。
　こうした多様な経験の第一歩は、読書です。本の中には、過去から現在に至る先人の多様な知
恵やものの見方が詰まっています。その意味で、皆さんの学生生活の間には、たくさんの本を幅
広く読んでもらいたいと思います。そして、それとともに学生生活で大切なのは、さまざまな社
会的経験の中で自分とは異質なものにさらされる機会、場合によっては、とまどい、迷い、悩む
機会を、できるだけ数多く持つということです。
　そうして得られた知識や経験を通じて、困難な課題に直面したときも、「どう取組めばよいの
か」という知恵や工夫をめぐらす柔軟性、そして、「何とかできるのではないか」という自信や
前向きな姿勢が育つと思います。

　今年度の入学式が４月６日（金）に本校
第一体育館にて挙行されました。
　今年度は、本科203名、２名の留学生を含
む編入学生６名、専攻科生26名の合計235名
の新入生が入学しました。入学式では、氷
室校長の式辞をはじめ、米子市長、後援会
長、同窓会長からご祝辞を頂き、新入生の
高専生活が幕を開けました。

入学式の様子入学式の様子
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教務主事　川邊　　博
　司馬遼太郎の太閤記の一場面。
織田（上総介）信長に重用されだし
た秀吉が、当時は敵対しているが、
後に軍師としてその幕下に迎え入れ
ることになる竹中半兵衛を調略のた
めに訪ねたときの会話が面白い。

「私は上総介殿をきらっている。足下
は上総介殿が士を愛するといわれるが、あの態度は愛す
るというより士を使っているだけのことだ」
「これはしたり、貴殿ほどのお人のお言葉とも思えませぬ。
愛するとは使われることではござらぬか」（なるほど）
　半兵衛はあざやかな衝撃を受けた。なるほどそうであ
ろう。…（中略）…　理解されて酷使されるところに士のよ
ろこびがあるように思われる。

　人間関係で、相手の言葉や行動の、本音や本心が気
になるときに肝心なことは、それを自分がどのように受け
取ってしまうかにかかっています。教室の掃除を手伝わ
されたとき、授業で当てられたとき、何か頼まれたとき、そ
れは偶然なのかも知れません。しかし、自分は愛想が良く
て声を掛けやすい、信頼に足る人間で、能力的にも将来
性を見込まれていると、勘違いでも思い込んでしまう方が
よいのです。これを続けると人を引き付け、20年後、事業
をしていれば同業者より儲けているだろうし、会社勤めな
らば組織から大事にされているに違いありません。
　高専生活５年間で日々身につけるよう意識すべきは、
この魅力だと思います。受験競争のような明確な目的は
ないが、だからこそ惑わされずに損得抜きの誠実さで向
上できる。その姿勢で打ち込む勉学が輝きを放つ教養と
なるのです。

学生相談室長　森田　典幸
　学生相談室は、悩みを抱えた学生へのサポートを行っています。教員の中から任命されたスタッフに加え、校
外の専門家によるカウンセリングの機会も提供しています。今年度のスタッフと担当の曜日は以下の通りです。

　学生にはパンフレットを配布し、悩みがある場合は抱え込まずに来室を呼びかけていますが、家庭での様子がおかしいの
で尋ねてみても話したがらない場合などは、下記連絡先にて手紙と電話で受け付けておりますのでご相談下さい。
【宛先】〒683-8502　 鳥取県米子市彦名町4448　米子工業高等専門学校　学生相談室
　　　　　　　　　　＊返信先のご住所とお名前をご記入ください。
【電話番号】0859-24-5262　＊月～金曜日の９：00～17：00

教務主事、学生主事から教務主事、学生主事から

学生相談室のご案内学生相談室のご案内

学生主事　稲田　祐二
　先日の始業式で、皆さんが気持ち
よく過ごせる学校になるためには、各
自がルールを守るのは勿論のことで
すが、マナーやエチケットについても
考えて欲しい、そして是非気配りをし
て欲しい旨のお話をしました。今一度
確認していただきたいと思います。

　さて、高専は５年間あるいは７年間の技術者教育を実
践する学校です。それぞれの専門の教科をしっかり学習
することが重要ですが、人間力を伸ばすことも大切です。
このために課外活動をぜひ活用していただきたいと思い
ます。本校では、多くの部活動や、ロボコン、プロコン、デザ
コンなどのコンテストに参加する活動が盛んです。そして、
これまでに多くの輝かしい実績も残しています。学生諸君
には漏れなくどれかに参加して、大いに活躍していただき
たいと思います。 
　次に、心の健康に関することです。皆さんの多くは高専
生活を謳歌していると思いますが、何かのきっかけで気が
ふさぎ込むこともあります。自分自身で解決できればよいの
ですが、困った時には我慢しないで先生方に相談してくだ
さい。学校は皆さんの相談に乗ります。安心してください。
　３つ目に学生のトラブルに関することです。最近、米子
高専ではSNSに絡んだトラブルが少なからず発生してい
ます。これについては社会問題にもなっておりますし、学校
として専門家の講話を聞く機会を設けるなどして注意喚
起しているところです。今一度、その使用ルールを確認し、
友人を傷つけたり、偽りの情報を信用して事故に巻き込ま
れないように注意してください。
　以上、苦言も呈しましたが今年度も皆さんと協力してよ
り良い米子高専にしていきたいと思います。

学生相談室員　　　渡邊　　健（教養教育科）・高増　佳子（建築学科）・原田　桃子（教養教育科）
看護師　　　　　　上本菜々実（保健室）
インテーカー　　　佐伯　有希（学生相談室）
校外カウンセラー　吉岡　伸一（精神科医･月１回月曜日）　・角南なおみ（臨床心理士･月３回金曜日）
　　　　　　　　　池谷　千恵（臨床心理士･月３回火曜日）・竹崎　摩由（臨床心理士･月３回不定期）

かず さの  すけ

ばっ   か

そっ   か

保健室より 日本スポーツ振興センターの医療費について日本スポーツ振興センターの医療費について
　学校の管理下（授業中、課外活動中、登下校中など）で怪我をして受診した場合、治療に要した全額の医療費
負担金が1,500円以上であれば、日本スポーツ振興センターより医療費の給付を受けることができます。給付を受け
る場合は、小児特別医療費助成制度は使用されないようお願いします。受傷後は、速やかに保健室で手続きをし
てください。受診した月から２年間請求を行わなかった場合は、時効となります。
　　連絡先　　米子工業高等専門学校保健室　TEL：0859－24－5027　FAX：0859－24－5029
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　私はこの大山オリエンテーションに参加して、機
械工学科の人達の人柄や、顔、名前を少しずつ覚え
ることができました。
　私がこの大山オリエンテーションに参加して最も
良かったと思ったのは、５年生を囲む会での大部さ
んのお話です。今まではずっと先生方の立場からの
アドバイスや説明でしたが、大部さんのは、実際に
高専生活を送ってこられた先輩からのアドバイスだ
ったので、とても的確、具体的で参考になりまし
た。そして、これからしっかり勉強しようという気
持ちになりました。
　先輩からの、「もっともっと知りたいと思った
り、自分に必要だと思えたとき、初めて勉強は楽し
くなるんだよ！」という言葉を聞いて、私も自分の
興味のあることを早く見つけたいと思いました。

クラス便り

クラスデータ
学生数　　４2名（男37・女５）
うち寮生　１3名

大山オリエンテーションに参加して 井上　双葉

クラスの雰囲気が変わりました 林原　幸汰

教養教育科

渡邊　　健

　明るく活発なクラスです。授業や清掃などに
はまじめに取り組む一方、行事ではみんなで楽
しく盛り上がったりして、とてもいい雰囲気だ
なあと思います。

　学生たちがお互いに尊重し、助け合って、勉
学の面でも人間関係の面でも、一緒に成長して
いけるようなクラスです。

どんなクラスになってもらいたいですか？

　高専での様々な出会いを大切にし、心を開い
て受け入れてください。そして、常に自分が
今、これから、何をなすべきかを考え、成長し
ていってほしいと思います。

クラスの学生にメッセージを。

　今回の大山オリエンテーションでは、今まで話し
たことのない人とも話し、仲良くなることができま
した。「５年生を囲む会」での大部先輩の話はとて
も分かりやすく、これからの生活に役に立つことが
多くて良かったです。特に勉強の方法は、自分なり
のやり方でしっかりとしたいと思いました。また、
大部先輩は、１、２年生での勉強が、上の学年にな
ってからどこで役に立つのか、具体的に教えてくだ
さったので、これから勉強に対するモチベーション
を高く保っていけると思いました。
　入学してしばらくは、クラス内で会話も少なく、
気まずい空間でしたが、今回のオリエンテーション
を通じてクラスの雰囲気もよくなったので嬉しかっ
たです。これから授業も本格的に始まるので頑張り
たいです。

ロイヤルホテル大山でクラス写真

まだ雪残る大山をバックに

ババ抜き大会　王様決定戦

担任インタビュー

このクラスの特徴を教えてください。
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　２日間にわたるオリエンテーションで良いスター
トを切ることができたと思います。
　まず、クラスでのレクリエーションを通して、み
んなの距離がぐっと縮まったように感じます。会話
や意見の出し合いなどが活発になり、みんなの意見
を聞き合うことができました。
　「５年生を囲む会」では、真剣に話を聞き、質問
もたくさん出て、１人１人が勉強やこれからの高専
生活について考える良い機会となったと思います。
　また、大山ロイヤルホテルでの共同生活の中で５
分前行動や片付け、マナーなどにも気を配れるよう
になったと思います。普段の生活でもこの大山オリ
エンテーションで学んだことを発揮して、積極的に
活動出来るクラスにしていきたいと思います。

クラスデータ
学生数　　43名（男32・女11）
うち寮生　17名

大山オリエンテーション 松本　爽良

高専に入学してよかった！ 森　　隼人

電気情報工学科

田中　博美

　大山オリエンテーションの時から既に仲が良
く、とても和やかな雰囲気のクラスです。一方で
「盛り上がる時は盛り上がる。ヤル時はヤル。」と、
メリハリのあるクラスでもあります。

　“One for all. All for one.（ひとりはみんなの
ために。みんなはひとりのために。）”をスローガン
に、とにかく仲が良く、お互い支え合えるクラスに
なって欲しいと思っています。また5年間、誰一人
欠けることなく全員揃って卒業までいって欲しい
です。

どんなクラスになってもらいたいですか？

　卒業の時に、思いっきり泣けるクラスになって
欲しいと願っています。また、みんなが早く将来の
夢を見つけ、その夢に向かって支え合いながら
歩みを進めて欲しいと思います。助け合いの精
神を大切に、全員が一致団結してクラスを盛り上
げて行きましょう！

クラスの学生にメッセージを。

　高専に入学して良かったと思うことが２つありま
す。
　１つ目は、先生がとても身近に感じられるという
ことです。授業などで分からないことがあれば気軽
に聞くことができるので安心です。相談もしやす
く、安心して学校生活を送ることが出来ています。
　２つ目は、寮生活です。入学前はきちんと生活が
できるかどうか不安でした。家とは違い、自由時間
がなくなり当番なども忙しく、家に帰りたいと思う
ことも多々ありました。今ではそれを乗り越えるこ
とができ、先輩への敬意や社会のマナーについても
学ぶことが出来ています。これからも、自立・協
調・奉仕の精神を大事に生活していきます。
　入学して２ヶ月が経ち、高専での生活に慣れるこ
とができました。これからの５年間、自分の夢に向
けてしっかりと準備していきます。

大山寺にて

クラスレクの様子

担任インタビュー

このクラスの特徴を教えてください。
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　入学式はとても緊張しました。新入生代表の宣誓は、練
習通りにできたので、安心しました。とても貴重な体験が出
来たことを、うれしく思います。入学式当日は、教室に戻っ
てからもクラスメイトと話ができなかったのが残念でした。
自分から話しかける勇気は私にはありません。他の人もあ
まり話をせず静かにしていたので、静かなクラスになるの
かなと思いましたが、今では、にぎやかだなと思います。
　新入生オリエンテーションでは、クラスメイトと、今まで以
上にたくさん話ができました。今まで話したことがない人と
も、コミュニケーションをとれてよかったです。私は写真に少
し興味があるので、写真美術館はとても興味をひかれまし
た。ホテルに着いてからは、集団で行動しているという意
識を常に持ち、私的な楽しさではなく、公的な楽しさを味わ
うことが出来ました。

クラスデータ
学生数　　40名（男35・女5）
うち寮生　　8名

入学、ガイダンスそして大山オリエンテーション

米子高専に入学して

教養教育科

酒井　康宏

　男子が格段に多いクラスですが、5名の女子
は結束していて仲が良いと思います。
　とても明るく、反応の良いクラスなので1年
間このままで頑張ってほしいと思います。

　成績も大切でしょうが、まず一人の人間とし
て、一人一人が他人を思いやれる優しさを持って
ください。一人一人の人間力は無限です！しっか
りと自分をみつめて元気で頑張ってください。

どんなクラスになってもらいたいですか？

　電子制御の学生なので、敢えて１+１＝41
（40は学生数、プラス１は担任）と言わせてく
ださい。そんなクラスにしましょう！この数式
合ってます。トンチクイズですがきちんと成り
立ちます。一人一人の力は２を超えて行く！

クラスの学生にメッセージを。

　入学してからあっという間に１週間が経過したと思う。１
週間ガイダンスが続きとても疲れた。いろいろな人の話を
聞きこれから自分がするべきことを考えることができた。
　勉強の面では、専門のことを学ぶということが楽しみで
ある。その専門のことを学んでいくためにも教養科目にしっ
かりと力を入れていきたいと思う。自分は国語が苦手であ
る。これまでは苦手だからと言い訳をしてきた。これからは、
やめたい。５年生の話を聞き、「だめだ」とか考えてしまうの
は、よくないと分かったからだ。
　生活の面では、クラスの仲間と協力してがんばっていき
たい。ふざけ合う集団にしたいのではなく、高め合える集
団になって欲しいと思った。前期中間でスタートダッシュを
決められるようにクラスの仲間とも戦うということを忘れな
いようにがんばりたい。
　担任の酒井先生の話を聞くと、毎回とても納得させられ
る。自分にはなかった新しい考えが１週間でとてもたくさん
できたと思う。その点とても感謝している。これからもいろい
ろとたくさんの話を聞いて新しい発見をしたいと思う。

大山オリエンテーション（クラス活動）

大山オリエンテーション（夕食の時間）

担任インタビュー

このクラスの特徴を教えてください。
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　高専に入学した次の週に１年生で大山オリエンテ
ーションに行きました。私は遠方から来たため大山
がどこにあるのかも知りませんでした。ホテルに着
いた後昼食を食べ、各学科に分かれて自己紹介や委
員会決めをしました。入学してまだ間もなかったの
で、初めて見る人や名前もあまり覚えていない人も
いたのですが、覚える機会があったのでよかったで
す。ホテルの部屋が同じ人とはたくさん会話ができ
て、親睦が深まりいろいろな話ができました。
　５年生を囲む会では、同じ学科の５年生の方が高
専についてのメリットやデメリット、テスト前の勉
強についてなど詳しく教えてくださりとても勉強に
なりました。このオリエンテーションを通じて、さ
らにクラスの雰囲気がよくなったのでとてもために
なったと思います。

クラスデータ
学生数　　41名（男25・女16）
うち寮生　16名

色んなことを知れた大山オリエンテーション 田山　凌汰

高専での生活で 坪根　百花

物質工学科

竹中　敦司

　良い意味で賑やかで積極的、悪い意味で騒
がしいクラスです。ただし、授業中は聞くべ
き時は静かに聞いてくれています。始まって
2ヶ月の間ですが、教室の掃除や日直はきち
んとやっています。

　クラス全体で学習に対して前向きで、全員
が揃って卒業できるようにお互いを尊重し一
体感を持てるクラスを作って欲しいです。
One for all, All for one（一人はみんなのため
に、みんなは一つの目的のために）

どんなクラスになってもらいたいですか？

　皆さんは多くの国民の税金を使って教育さ
れていますので、卒業後は特に社会に貢献で
きる人材になって欲しいと思います。また、
人生でかけがえのない友人も作って欲しいで
すね。入学した時の気持ちを持ち続けて欲し
いと思います。

クラスの学生にメッセージを。

　この米子高専に入学してから、約１ヶ月がたちま
した。高専での生活は、大変なこともありますが、
楽しいこともたくさんありました。
　高専は一般の教科に加えて専門の勉強をしていき
ます。なので、覚えることもたくさんあったり、授
業も中学の時と方針が変わったりと慣れないことば
かりです。しかし、クラスの雰囲気がとてもよく過
ごしていてとても楽しいです。それと、部活の先輩
方もとても優しくて、全体も仲が良いので練習がき
つくても頑張っていけます。
　これから私は、英検や数検などを自分からどんど
んしていきたいです。そして、将来につなげられる
ように、自分なりに一つ一つ些細なことでも頑張っ
ていきます。今は基礎をしっかり固めつつ部活もし
て、目標を持ち両立できるようにしていきたいで
す。

大山ロイヤルホテルにて

大山寺へも元気に行きました

白衣も少しずつ様になってきました

担任インタビュー

このクラスの特徴を教えてください。



　勉強や部活、遊びなどメリハリをつけて頑張
ることができ、お互いを尊重できるクラスにな
ってくれたらと思います。

1 年 建 築 学 科1 年 建 築 学 科
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　私がオリエンテーションの中で１番印象に残ってい
ることは国際交流の話です。私は英語が１番苦手なの
で高専の授業についていけるかとても不安でした。し
かし、短期留学の話を聞き、自分の苦手意識をなくす
ためにも行ってみたいなと思いました。現地でコミュ
ニケーションをとることで人見知りが改善されたり、
英語の楽しさを感じられたりすると思いました。　　
　また、このオリエンテーションを通じて、クラスの
人と沢山話すことができました。A科はクラスの中に
人見知りの子が多くていつも静かでしたが、クラス会
で雰囲気が明るくなり、馴染めるようになりました。
２日目の「５年生を囲む会」では、先輩の体験談を聞
き、これからの生活で気をつけなければならないこと
を確認することが出来てとてもいい会になったと思い
ます。ガイダンスを通して、これからの高専生活の不
安が少しなくなりました。ありがとうございました。

クラスデータ
学生数　　40名（男19・女21）
うち寮生　15名

高専での生活 原　　麗斗

ガイダンス、オリエンテーションを通じて 河原　朱里

建築学科

小椋　弘佳

　明るく和やかな雰囲気で、積極的に行動する
学生が多いです。ホームルームでは、みんなで
盛り上がっています。

どんなクラスになってもらいたいですか？

　なんでも気になることには挑戦して、打ち込
めるものをみつけましょう。みなさんが充実し
た高専生活を送り、全員そろって卒業できるよ
うに願っています。

クラスの学生にメッセージを。

　今回のオリエンテーションで先輩のお話などを聞い
て楽しい事や、大変な事などを知り、これからの高専
生活を楽しみ、頑張っていこうと思いました。
　私は高専に入り、自分の選択が正しかったと思える
ようになりたいです。これから勉強が始まっていくの
で、ついていけるように予習、復習にも、しっかり取
り組んでいきたいと思います。部活はバレーボール部
に所属しています。中学校から始めたバレーボールは
強い人達と競い高めあえるので、とても楽しいです。
高専は４、５年生の方々も部活をしておられるので、
一緒にプレーできると思うとまた楽しみになります。
私は、建築関係が好きなので、学科の大変な課題とか
も諦めることなく取り組んでいきたいです。
　高専生活で、将来役に立つようなことを学んでいき
ます。これから楽しんで過ごしていきたいです。

テザイン基礎 授業風景

大山オリエンテーション ホームルーム

担任インタビュー

このクラスの特徴を教えてください。



建築学専攻　渡部　巴菜
　私が専攻科を選んだ理由は２つあり、１つ目は地
域に役立つ研究に取り組みたいと思ったことです。
本科では１年間卒業研究に取り組みますが、専攻科
では２年間研究をすることができます。私は建築計
画に関する研究をしますが、その上で出てきた問題
を解決するための提案を時間をかけて考えて、地域
に貢献できたらいいなと思っています。
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専攻科１年生と松本 至専攻科長

専攻科1年専攻科1年

留学生の紹介留学生の紹介

　私はマレーシアの最南端にある、ジョホール州の
州都ジョホール・バル出身です。ジョホールは観光
地として、歴史深い建物が多く存在し、アジア初の
レゴランドや美味しい食べ物がいっぱいあり、とて
も良いところです。
　私は幼い頃から日本のアニメに興味を持っていた
ので、日本に留学して教養を深めたいと思いまし
た。もちろん最初は文化の違いに驚き、慣れないこ
とに戸惑い、無理だと感じましたが、自身の成長の
ためには新たな環境で自分を試さなければなりませ
ん。そのために留学という厳しい状況に身に置い
て、日本の進んでいる分野、最新の技術や知識を学
びたいと思います。そして、早く高専生活に慣れ
て、日々を充実させていきたいです。

　ポーです。ラオスから来ました。３年建築学科で
す。もう日本に来て１年間経ちましたが、私の日本
語力はまだまだ上手くありません。日本に留学する
ことは中学生の頃からの夢でした。日本は世界の中
でとても発展した国であり、高いレベルの教育を行
っています。ラオスにいるとき日本に留学している
先輩から日本のことや教育、生活など何回も聞きま
した。だから日本に留学することを決めました。
　高専での勉強はだんだん大変になりましたが、自
分や家族、周りの人などために頑張りたいと思いま
す。高専を終わったら大学にも大学院にも入りたい
です。その希望を成し遂げるために、どんなに大変
なことがあっても頑張ります。

３M　チャン　ジ　チン
　　  （呼称：チャン）       マレーシア出身

3A　ヤン　ポーチョア
　　 （呼称：ポー）              　ラオス出身

　２つ目は２級建築士の資格を確実に取るというこ
とです。５年間お世話になっている先生たちが近く
でサポートしてくださり、クラスメイトとも切磋琢
磨しながら試験勉強ができます。この恵まれた環境
で資格合格を目指し、精一杯頑張りたいと思いま
す。

生産システム工学専攻　渡邉　遼平
　新学期が始まり２ヵ月が経過しました。専攻科は
本科と同じ環境ということもあり、すぐに学校生活
に慣れることができました。また、勉強面では他専
攻の学生と一緒に授業を受けることが多く、様々な
考え方に刺激を受けています。私は、特別研究で電
気摺動接点の特性について研究を行っており、本科
５年生２人を含め３人で日々試行錯誤をしていま
す。この研究では私が１番上の学年なので、５年生
を引っ張っていけるように努力していきたいと思い
ます。



10

ロイヤルホテル大山との
第5回産学共同ミーティング（4/16）

電気情報工学科　本村　信一
　皆さん初めまして。このたび電気情報工学科に４月より着任いたしました本村信一と申します。私は過
去に短大から大学に編入学した経験があり、当時米子高専卒生と共に学んだことがあります。そのとき
に高専の優秀さや技能の高さを痛感しました。そして、今度は私が進学を考える高専生の背中を押し
てあげたいと強く思っております。また、一度社会人としてのエンジニア経験を経て、大学院に進学した
経緯があります。博士号を取得する際に働きながら６年の歳月をかけて道を切り開いてまいりました。夢
をあきらめかけている学生や、就活に不安を抱える学生に対し、このような私自身の経験を踏まえ、どの

ような時でも決してあきらめない、向学心・向上心を持つことの大切さを伝えていきたいと考えております。これからもどうぞよろし
くお願いいたします。

教務主事補　角田　直輝
　今年度の授業参観は昨年度と同じく大型連休直前の５月２日に実施し、ご参加いただいた学生のご家族の数も287にのぼり
ました。図に示しましたように、参観いただいた学年は１年生が５割、２年生が３割、３年生が２割となりました。参観については、
ほぼすべての皆様から肯定的な評価をいただきました。
　学生が一日の半分を過ごす学校生活の中で、修学の舞台である授業風景をご覧いただいて、わが子が真剣に授業に参加
する姿にホッとされたのではないかと思います。私も授業参観の授業がありましたが、おおむね普段と変わらない雰囲気でし
た。学生は入学してからの５年間を一日々々積み重ね、技術者になるための知識と技能を身につけて高専を卒業することにな
ります。到達度を向上させるためには授業への積極的な姿勢が不可欠なので、保護者の皆様におかれましては、勉学支援へ
の一層のご理解・ご協力をお願いいたします。

新任教員の紹介新任教員の紹介

授業参観の実施報告授業参観の実施報告

地域共同テクノセンター長　河野　清尊
　地域共同テクノセンターは、米子高専振興協力会を核にした産学官交流・連携活動を通して、地域貢献と地域の活性化及
び本校の教育・研究力の向上に努めています。
　振興協力会の会員数は５月末時点で169となり、この２年で約20％増加しました。振興協力会の更なる発展・活性化を目指し
て、昨年度から人材育成の新規事業「人と技術を育てる会（BeYOND）」を立ち上げました。昨年度はまず「人を育てる会
（h-BeYOND）」から始め、会員企業8社から8名のOB・OGに集まっていただいて５回の懇談
会を開催し、SWOT分析・クロスSWOT分析を通して経営的視点を養っていただきました。今
年度は、引き続きh-BeYONDを開催するとともに、「技術を育てる会（t-BeYOND）」を立ち上
げ、各社の技術イノベーションを担う人材育成
に取り組みたいと考えています。
　一方、地域との連携としては、昨年８月に大山
町と包括連携協力協定を締結するとともに、後
期からはロイヤルホテル大山との学生も参加し
た産学共同ミーティングおよびとっとり花回廊で
の学生によるイベントを実施してきました。今年
度も引き続き地域との連携・貢献活動に積極的
に取り組んで行きたいと考えています。

地域共同テクノセンターより地域共同テクノセンターより

保護者に参観いただいた学年 参加してよかったですか

54％

■１年
■２年
■３年

■よかった
■まあまあよかった
■よくなかった
■無効回答

77％

22％

1％

27％

19％

平成30年度授業参観アンケート結果
（米子高専HP：https://www.yonago-k.ac.jp/doc/update/3848）

とっとり花回廊でのイベント
（3/24-25）
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トライアル講義の様子

　本校では、昨年度より標記の文部科学省の競争的補助金を得て、カリキュラムの改編・充実も見据えた教育プログラ
ムを実施しています。地域に根差した、先端的・実践的・汎用的人材の育成の取り組みをご紹介します（本校ホームペー
ジの「学校の取り組み」でも“KOSEN（高専）４.０”イニシアティブについて紹介していますのでご覧ください）。

第４次産業革命対応型医工連携教育
　　　　　　　　　　　　　システムの構築
　医学と工学を結び付けた「医工連携教育システム」の
開発により、融合複合的技術者や新産業・地元産業を牽引
する人材の育成を目指しています！

〈主な取り組み〉
「医工連携・ヒューマンデザイン教育」
　今年度、４年生向けに医療・介護福祉機器の開発につ
ながる技術を学ぶ全学科共通選択科目「フロンティア工学
セミナー」（学修１単位）を８月に集中講義形式で実施しま
す。
　昨年度後期に
は、鳥取大学医
学部教員を含む
外部講師による４
回のトライアル講
義を実演しまし
た。

「数理・データサイエンス教育」
　既存科目「情報リテラシ」等で、昨年度後期、試行的に
単元として実施しました。今年度以降、「数理・データサイエ
ンス教育」を組み込んだ科目に変更するよう検討を進めて
います。
「複合社会技術論」
　専攻科１年生向けに、医工連携教育を組み入れた形で
科目変更を行い、昨年度から開講しています。

〈成果・今年度の取り組み〉
学生の卒業研究・特別研究における医工連携研究
テーマ数の増加
　平成28年度の０件から29年度は18件（テーマ）に増加し
ており、今年度も継続的に取り組んでいます。
医工連携関連の外部資金の増加
　平成28年度の160万円から29年度は267万円に増加し
ています。
　今年度も、医工連携研究センターを中心に、学外に向け
て医工連携研究
に関する情報を
継続的に発信
し、地域及び産
業界へ取り組み
の浸透を図って
います。

新時代のジェネリックスキル養成のための
　　　　　　　　　　　リベラルアーツ教育
　協調的問題解決やセルフコントロールなどのジェネリック

“KOSEN（高専）4.0” イニシアティブによる
医工連携・リベラルアーツ教育推進のご紹介
“KOSEN（高専）4.0” イニシアティブによる
医工連携・リベラルアーツ教育推進のご紹介

講演会の様子

講座の様子リベラルアーツ図書

スキルを身につけ、世界と関わり合い地域づくりができる技
術者や地域企業の国際化に寄与できる人材の育成を目指
しています！

〈主な取り組み〉
「地域学」
　昨年度は、既存の取り組みである「オープンファクトリー」
を拡充して希望者に夏季休業期間中に実施しました。今
年度から、２年生全員が参加する校外研修旅行（オープン
ファクトリー、10月）の中で実施します。
「経営・国際教育」
　高学年の教養教育の充実を図るため、昨年度後期は、
既存の「文学」・「社会科学」の単元として実施しました。
　また、昨年度、全学生を対象とした「リベラルアーツ講演
会」を４回開催
し、経営・国際な
どに関するテー
マの講演を聴い
て理解を深めま
した。今年度も継
続して実施して
いきます。

〈さらなる取り組み〉
学生の図書貸出冊数の増加に向けて
　教養の向上、図書館利用の促進のため、①各学科・科
からの図書推薦、②学生からのリクエスト募集、③読書会、
④ビブリオバトル、⑤全教員による「学生時代に読むとため
になる本」の推薦、⑥英語科による英語書籍の多読・多聴
の推進、⑦国語科・社会科による「読書カード」の導入、⑧
学生寮の自学自習時間を利用した読書習慣の意識づけ、
⑨新刊図書紹介方法の見直しにより、学生自身の自発的
な図書館利用（平成28年度：8900冊、29年度：7700冊）及
び自学自習機会の増大を図っています。
「放課後TOEIC講座」受講者のスコアアップに向けて
　今年度、講座の開講回数を10回から12回へ、１回60分
から１回75分へと拡大しています。４年生には、全員が履
修する既存科目「英語総合演習」に加え、英語教育ソフト
ウェアを使った特別プログラムを提供（CALL教室を開放し
自由に利用）し、自学自習による英語能力のさらなる向上を
促しています。

医工連携研究センター
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　キャリア支援室（平成20年４月設置）は、自分が進むべき適性を判断するキャリア（職業・就業知識、実地
経験）を身に付ける機会を提供し、本校学生が社会で活躍するための人生設計を支援しています。女子学生が
多い米子高専では、女性のための身だしなみ講座を実施するなど、女子学生のためのキャリア支援も積極的に
行っています。米子高専のキャリア支援は、地元山陰の企業（米子高専振興協力会）などと協力して行うオー
プンファクトリー（企業見学）のように、地元の他機関と共同教育を行っている点に特徴があります。

キャリア支援室長　森田　慎一

　米子高専のキャリア支援は、１年生
の高専OBによるキャリア講演会、２年
生のオープンファクトリーによる地元
企業見学、３年生での工場見学旅行に
よる県外企業見学、４年生以上でのイ
ンターンシップや進路研究セミナーの
開催など、学年進行に応じて自分の生
き方を設計する力を身につけるための
体制がとられています。

米子高専のキャリア支援

キャリア支援室キャリア支援室

学年進行に応じたキャリア支援体制
専攻科2年

専攻科1年

本科5年

本科4年

本科3年
本科2年
本科1年

進路指導
インターンシップ（10日間）
共同研究等（特別研究指導）

進路指導、共同研究等（卒研）キャリア講演会など
校外実習（インターンシップ5日間） 
企業・大学・大学院合同面談会など

工場見学旅行（県外）｠
校外研修旅行（オープンファクトリー：山陰の地元企業見学）

高専OBによるキャリア講演会など

資
格
取
得
支
援

本科求人倍率26.4倍と好調を維持しています。

■2015年度　■2016年度　■2017年度

2017年度

高校卒
（鳥取県下）

大学卒
（全国平均）

米子高専卒
（5年生課程）

1.5 1.7

22.8
23.0

26.4

1.7 1.71.8 1.8

求人倍率の推移

平成29年度の大学・専攻科進学率は37%でした。

■進学（大学・専攻科）　■就職　■その他

進学・就職の割合（5年生）

37％
61％

2％

2016年度

32％
65％

3％

2015年度

38％
56％

6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館
　米子高専図書館では、身近な疑問から最先端技術に至るま
で、様々な課題をテーマとした本校の教員による講演を年４回
ずつ開催しております。どなたでも無料でお聞き頂けます。本
年度のテーマは次のようになっております。

　第１回　５月27日（日）　電子制御工学科　角田直輝先生
　　「多様な光デバイス応用における非工学的観点：光物性の卑近さ」
　第２回　６月24日（日）　電子制御工学科　中山繁生先生
　　「米子高専の医工連携への取り組み」
　第３回　10月28日（日）　教養教育科　酒井康宏先生
　　「小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）と鳥取県」
　第４回　11月18日（日）　教養教育科　原田桃子先生
　　「“移民問題”を考える～イギリスの移民政策を例にして～」

時間・場所はすべて、10：00～12：00・米子市福祉保健総合セ
ンター（ふれあいの里）です。ぜひお立ち寄りください。

文化セミナーのご案内文化セミナーのご案内

0
5
10
15
20
25
30

米子高専・
　　　知的セミナー
米子高専・
　　　知的セミナー
　　　　　　　　　　　　  　広報室
　本校の教職員が日頃の教育・研究の
中から、基礎的な話題を分かり易くお伝
えする「知的セミナー」を中海テレビで
放送しています。７月は物質工学科田
中晋教員による「『液晶』とは何か」を放
送します。過去の放送分は鳥取県民チ
ャンネルコンテンツ協議会のWEBサイト
で視聴いただけます。
　ht tp : / /www . t o t t o r i k enm in -
ch.com/contents/kosen.html

求
人
倍
率



コンピュータ同好会　4D　寺西　勇裕
　３月24日にスモウルビー・プログラミング甲子園決勝大会が開催されました。ゲーム
を攻略するAIプログラムを島根県発祥のRuby言語を使用して開発し、１対１で戦わ
せる大会です。相手のAIプログラムより高得点を獲得することで勝敗が決定します。
全国の参加者から上位12名が予選を突破し決勝大会に招待されました。私は、これ
までに参加した様々なプログラミングコンテストの経験や、高度なアルゴリズムを生かし
てAIプログラムを開発しました。決勝大会では負けそうになる場面もありましたが、高
校生年代として参加できる最後の大会で優勝することができてよかったです。

学生会の紹介学生会の紹介
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学生会長　５A　山崎　　楓
　私たち学生会執行部は現在44名が所属し、４月から学生総会などの行事の企画・運営を行い、学生の皆さんに有意義
な学生生活を送ってもらえるよう活動に取り組んでいます。
　今年度も文化発表会や高専祭、スポレク大会などたくさんの行事がありま
す。その中でも高専祭は、保護者の方々や地域の方々にも参加して頂き、学
校全体が一番盛り上がる行事です。前夜祭を含めた３日間で「今年の高専
祭が１番楽しい」と思って頂けるように、学生会一同、全力で企画しています。
　米子高専が、「素晴らしい学校」と思って頂けるように取り組み、また、そ
の魅力を学生会から発信していけるよう努力していきますので、応援・ご協
力をお願いします。

文化発表会のご案内
　６月29日（金）・30日（土）に米子高専にて、毎年恒例の文化発表会が開催されます。文化系部活動による日頃の活動成果が
展示、披露されます。茶華道部によるお点前の披露、放送部の最新作上映などがありますので是非お立ち寄りください。

優勝の記念撮影

　バドミントン部　3D　細田　一成
　３月28日、29日の２日間、香川県で中四国バドミントン高専大会が行われました。私
たちバドミントン部は、団体戦に優勝することが出来ました。そのほか個人戦でも、ダ
ブルス、シングルス１部・２部ともに好成績を残すことが出来ました。これは日ごろの練
習でアドバイスを出し合い、辛い時も支え合い、どんな壁も部員全員で乗り越えてきた
からだと思います。７月に行われる中国地区高専大会までにさらにレベルアップをし、
全国につながる結果を出していきたいと思います。

表彰式後の記念撮影

卓球部指導教員　電子制御工学科　河野　清尊
　平成29年度の中四国高専卓球大会が３月20日（火）・21日（水）に南国市立スポーツセンターで開催されました。中国
地区から６校、四国地区から６校及び豊田高専が参加し、団体戦は51チームで、個
人戦は男子170名、女子47名で頂点を目指す戦いが繰り広げられました。
　団体戦は２単１複形式で行われ、米子高専Aチーム（３D高野、２E柳原、２E小
西、２D森）は１次リーグ、２次リーグを勝ち抜き、決勝リーグで広島A、宇部B、宇部C
と対戦して１勝２敗で３位となりました。米子からは卒業を控えた５年生６名を含む
21名が参加し、高専生活最後の大会として、また夏の高専大会の前哨戦として有
意義な遠征となりました。

　私たち放送部は、平成29年度の高専機構「理事長特別表彰」を受賞しました。
全国の高専生の中から顕著な功績のある数件の個人・団体だけが選ばれるもの
で、我々放送部が受賞するのは初めてのことです。NHK杯全国高校放送コンテス
ト３位や高校生のためのeiga worldcup ２年連続最優秀作品賞、フランス高校映
画祭での招待上映といった実績を評価していただきました。活動の苦労が報われ、
非常にうれしく思っています。今後もより一層、活動に気合を入れて頑張って行きた
いと思います。

放送部部長　４A　河本　幸樹【放送部】理事長特別表彰を受賞

【卓球部】中四国高専卓球大会団体3位

【バドミントン部】中国四国高専大会団体優勝

【コンピュータ同好会】AI同士のぶつかり合い スモウルビー甲子園に参加して

eiga worldcup最優秀作品の撮影風景
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　３月３、４日に立教大学で行われた大会で、本校学生らの３チームが入賞を果たしました。このイベントは文部科学省
が主催する大学学部生年代の学生による研究成果報告会で、高専生でも
研究期間によるハンデがなく研究成果で競争できる貴重な発表会です。今
年度は、E科とC科から７チームが論文審査を通過して、本選に出場しまし
た。審査の結果、５E青戸淳之介君、５E（受賞時）中村将大君らがグランドア
ワード３賞の一つであるサイエンス・インカレ奨励表彰、S１村上諒君、仲村和
貴君、５E陰山弘典君らが審査員特別賞、S２田中橘平君、５E（受賞時）佐
伯夏海さんらがエア・リキード賞に入りました。本校学生の入賞は３件で筑波
大、横浜国立大に並び最多であり学生らは自信を深めたようです。

電気情報工学科　田中　博美第7回サイエンス・インカレで本校学生が複数入賞

サイエンス・インカレの会場
(立教大学)にて

　私は、５月12、13日に山口大学で行われた中国四国地区生物系三学会合同大会に
参加しました。今回の学会でも、他校の発表は非常に面白いテーマばかりで、自分には
ない発想やアイデアなどがあり、とても刺激を受けました。私自身も学会での経験を重ね
るごとに、発表を楽しむ感覚や相手に理解してもらえる喜びを感じるようになり、今回の
学会でも発表を楽しむことを意識して臨みました。結果は、44件ある発表テーマの中で
最優秀賞を受賞することができました。今後も、学会での発表や研究において楽しむこ
とを忘れずに、真摯に取り組みたいです。

３C　田中　泰斗中国四国地区生物系三学会合同大会で最優秀賞を受賞

　この度は、このような名誉ある賞を頂けたこと大変嬉しく感じています。この論文コンテストではBi系高温超電導体の
研究を行ってきました。長期休暇のほとんどを研究に費やしましたが、思うよう
な結果が得られず、苦しい思いをすることもありました。しかし最優秀論文賞
に選ばれたことで、あきらめないで良かったと改めて思いました。この経験を活
かし、今後の研究でも何事もあきらめないでやり遂げることができるよう努力し
ていきたいと思っています。
　今回のコンテスト参加に際し、指導教員の田中博美先生や研究室の先輩
方などをはじめ多くの方々にお世話になりました。この場をお借りして深くお礼
申し上げます。

4E　田中　祥太電気学会高校生懸賞論文コンテストで最優秀論文賞を受賞

授賞式の様子(左から3人目が田中祥太)

中国四国地区生物系三学会
合同大会の会場にて

　日本機械学会中四国学生会第48回学生員卒業研究発表講演会（３月６日徳島大学）にて、特別研究Ⅰで得られた成果
を発表し、本科５年の井上大樹君と共に優秀発表賞（BP賞）を獲得しました。私は、本
科５年在籍時からM科大塚茂教授による「企業におけるプレゼンテーション講座」を受
講し、その中でスライド作成から口頭発表の仕方まできめ細やかな指導を受けてきまし
た。講演会当日は、これまでに修得した発表技術を活かし、研究成果について適切に説
明できたことが受賞に繋がったと思います。また、井上君も本講座を受講しており、今後
はこの経験・技術を引き継いでいくため、協力して後輩の指導に励んでいきます。
　最後に、特別研究・プレゼン指導をしてくださった矢壁正樹教授、大塚茂教授、共に
研究を進めてくださった澤田龍一先輩にこの場をお借りして、深く感謝申し上げます。

生産システム工学専攻2年　山本　歩夢M科学生による日本機械学会BP賞ダブル受賞

　私は、日本機械学会中国四国学生会第48回学生員卒業研究発表講演会において、「多孔質動圧ジャーナル軸受
における正弦波加振時の潤滑特性に関する研究」というテーマで発表を行い、昨年度の同研究室の先輩である妹尾
真希さんに引き続き2年連続で優秀発表賞を受賞することができました。会場には大学生が多く、初めての学会というこ
ともあり、とても緊張しましたが、１年間を通して行った研究成果を落ち着いて発表することに専念しました。この学会発
表やこれまでの発表練習を振り返ると、大学とは異なる少人数教育である高専の強
みを実感しました。
　現在私は、専攻科へ進学し同テーマの研究により深く取り組むことで、理解を深
め、来年の学会発表においても優秀発表賞の受賞を目指しています。
　最後に、このような受賞の栄誉を得られたことも、懇切丁寧にご指導いただいた指
導教員の先生、発表練習を見て下さった先輩方、ならびに共に研究を行ったパート
ナーに深く感謝し、御礼申し上げます。

生産システム工学専攻1年　井上　大樹大塚茂研究室で日本機械学会BP賞を2年連続の受賞
BP賞を受賞した山本歩夢君と指導教員



　全国の高専教員を対象とした平成29年度国立高等専門学校機構教員顕彰において、一般
部門 分野別優秀賞（教育活動分野）を受賞しました。受賞対象となった取り組みは「放送部に
おけるアクティブラーニングと地域連携」です。顧問を務める放送部において学生が主体的に
番組づくりをするための方法を模索するとともに、地域と協力して番組制作をすることで学生が
地元に目を向ける機会を設けてきました。学生の活躍はもちろん、教職員、保護者の方々のご協
力の下、得られた成果です。ありがとうございました。これを糧に今後とも頑張っていきたいと思
います。

物質工学科　田中　　晋

男女共同参画推進室長　森田　慎一

「メカ女ミーティング」を開催しました
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　米子高専は、創造性に富む実践的技術者を育成することを通して、技術科学分野への男女共同参画を推
進するため、男女共同参画推進室を設置（平成29年11月）しました。本校の女子学生在籍率は、全国高専の
中でも高い25.4％（全学生数1,012名：H29年度）であり、本校で学ぶ女子学生はさらに増えていくと予想され
ます。
　平成30年４月24日（火）に女子学生が充実した学生生活を送る環境づくりを目的として、学年の壁を越えて
女子学生同士が交流して人脈を広げる会を催しました。今回は、機械工学（メカニカルエンジニアリング）を専
攻する１年生から専攻科２年生までの女子学生（メカ女）が対象の「メカ女ミーティング」です。機械工学科
（専攻科含）の女子学生数は、年々増え、今年度は過去最多の16人となりました。メカ女ミーティングは、専攻
科２年の妹尾真希さんによる講演「Welcome to Mechanical Engineer course !」につづき、先輩学生が
選んだお菓子を分け合いながらの座談会を行い、有意義な時間を過ごしました。
　出席した「メカ女」からは、
「先輩の高専生活での経験談が
聞けて良かった、私もこれからの
高専生活を楽しみたい。」
「本格的に将来のことを考えて行
動しなければならない学年になっ
たので、とても参考になった。」
などの感想があり好評でした。

　学生の皆さんが、各種コンテストで活躍すると賞が授与されるように、高専教員も教育研
究活動を行う中で評価が行われ、表彰が行われます。今回は近年の化学関連の低学年教
育について、特に研究発表における独自の教育手法の実践が評価され、賞を頂くことがで
きました。
　化学という学問分野は教師・教え子の身分関係や国境に関係無しに世界中で同じ内容
が学ばれており、その成果物は世界中と繋がって議論が可能となる楽しさが魅力です。今
後も鳥取県から世界で通用する学生を育成するために、化学を用いた教育指導の工夫を
していくつもりです。

物質工学科　谷藤　尚貴日本化学会化学教育有功賞を受賞

授賞式の様子

高専機構教員顕彰 分野別優秀賞受賞

メカ女講演会 メカ女座談会

　今回の研究発表会は、私にとって初めての学外での研究発表の場でした。研
究発表会に参加したことで、他高専生や大学生・大学院生の発表を聞き自らの知
識不足や理解力の低さを痛感しました。今年度はこの経験を生かして、より知識を
深め特別研究に取り組んでいこうと思います。この度はこのような賞を頂けるとは
想像していませんでした。日頃ご指導して頂いている玉井先生、協力してくれる玉
井研究室の学生に感謝しています。

建築学専攻2年　足立　香織日本建築学会中国支部研究発表会で得たこと

研究発表時の様子



卒業生でつくった地元大型プロジェクト
　　　　　　　　「安来市総合文化ホール　アルテピア」
卒業生でつくった地元大型プロジェクト
　　　　　　　　「安来市総合文化ホール　アルテピア」

　米子市の隣、島根県安来市に2017年８月に竣工した「安来市総合文化ホールアルテピア」
は、設計から建設までの過程で多くの卒業生が関わってできあがりました。今回はこのプロジェ
クトに関わった卒業生にインタビューしましたので、地元大型プロジェクトにどのように関わってこ
られたのかまとめて紹介します。
　1966年に建設された旧安来市民会館は、耐震性、アスベストの安全性、バリアフリーなど設
備の整備不足が問題となっていました。そこで、2013年６月に新市民会館に関する基本構想
が策定され、同年７月からの設計を経て、2015年８月に着工されました。着工に至るまでには、
市民団体等の代表者からなる建設検討委員会、市民によるワークショップの開催などにより、
市民の意見を取り入れた度重なる検討が行われたこともこのプロジェクトの特徴です。このプ
ロジェクトには、表に示すように、発注者として安来市、設計者として田中正夫建築設計事務
所、ケーアイ建築設計、ティービーエム、施工者として鴻池組、平井建設と、会社も卒業年度は
違えど、多くの卒業生達が関わってこられました。
　地元での大型工事に関わった感想などを、発注者からA科24期の門脇理奈さんとA科35
期の岩田新平さんに、施工者からA科29期の嘉藤明弘さんに建築学科教員の玉井孝幸が

聞きました。
玉井（以下、玉）：地元での大型プロジェクトでし
たが、ここまで卒業生が集まると思っていましたか。
門脇（以下、門）：まったく。逆に大型物件でしたので大手の企業の協力が必要だと思って
いました。しかし、入札の条件に地元の企業とのJV（合弁事業）としていたので地元企業も
必然的に入るとは考えていました。
玉：結果的に卒業生がいたということですか。
門：始まってからですね。それも協力会社などから『あの人も高専卒業生だよ』って教えても
らってから分かるという感じでした。また、一昨年高専の3年生に向けて話をした（特別行事
の卒業生講演会）ときに資料を作成する際にまとめてみると、こんなに多いんだという事が
わかったりしました。

玉：資料には当時の成績もありますが。
門：自己申告です（笑）。
玉：岩田さんもですか。
岩田（以下、岩）：そうです。施工会社の池上さんに『何期？』と聞かれて、何年卒ですとし
か答えられず、計算して自分が建築35期だとわかりました。
玉：そうですね。一桁代の卒業生と話をすると、必ず何期という言い方、聞き方をしますね。
実際卒業生が多くいましたが、何か変わることがありました。
門・岩：卒業生が多いからと行って、仕事の基準やルールがわかるものではありません。
門：休憩中や現場での仕事が終わったときなどは、話しやすい雰囲気はありますね。
玉：どんな話をするんですか。
岩：あの先生はまだいるかとか、何研かなどですね。
門：自分が働いている業界について語ると、皆、今の業界が良いと言ったり、率直な気持ち
が言い合える雰囲気がありました。
玉：先生、研究室はあるあるですね。研究室が同じだと、研究テーマなども似ていたりと話が
合うのかもしれませんね。施工では、池上さんが全国型の企業に所属していて、ＪＶで嘉藤さ
んが地元企業として一緒に関わったのですが、地元で働いていることについて何か感じる
ことはありますか。
嘉藤（以下、嘉）：地元密着なので、身近な建築物に関わることが多く、地元貢献度は大き
いと感じます。今回、池上さんと仕事をして、卒業生のネットワークについても感じることがで
き、池上さんのおかげで、他の先輩方との交流もできました。
玉：安来市の会社なので市役所の門脇さんなどとは、以前から交流があったと思いますが。
嘉：そうです。知ってはいましたが、今回のように、発注者、設計者、施工者と揃うことはまれです。しかし、そうはいっても仕事は厳しいです。
玉：皆さん、貴重な時間ありがとうございました。
　以上、地元で活躍している卒業生のネットワークについて報告しました。在校生の皆さんも地元で活躍できる機会が多くあります。将来
の進路を考えるときに地元への貢献なども考えてみてください。
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※記事中において、学科等の名称をアルファベットで表記している箇所があります。
　Ｍ…機械工学科、Ｅ…電気情報工学科、Ｄ…電子制御工学科、Ｃ…物質工学科、Ａ…建築学科、Ｇ…教養教育科、Ｓ…専攻科
　例えば、「１Ｍ」は機械工学科１年生を表しています。

表　関係者一覧 （　）内の数字は卒業年度

左：嘉藤、その右：岩田、右から2人目：門脇

完成した安来市総合文化ホール　アルテピア

高専生の工事見学

2002年度卒
嘉藤　明弘
（平井建設）

1997年度卒
門脇　理奈
（安来市役所）

2008年度卒
岩田　新平
（安来市役所）

発注者：安来市役所

門脇　理奈：A科24期（1997）
岩田　新平：A科35期（2008）
関本　　良：A科27期（2000）
小笹奈津子：A科28期（2001）

設計者・管理者

田中　正夫：A科非常勤講師　 田中正夫建築設計事務所
石原　啓之：A科27期（2000） ケーアイ建築設計
赤井　　優：C科  1期（1969） ティービーエム
松本幸太郎：A科39期（2012） ティービーエム

施工者

池上信太郎：A科16期（1989） 鴻池組
嘉藤　明弘：A科29期（2002） 平井建設
前田　繁昌：A科  6期（1979） 平井建設


